
POINT 1
生徒たちが，社会と美術とのつながりを実感できるような作品を選び，題材を構成しました。

社会とのつながりを意識した題材構成

環境問題やサステナビリティをテーマにした作品を制作しているアーティスト，
オラファー・エリアソンを巻頭で大きく取り上げました。

環境問題をテーマに制作する作家を大きく掲載

巻頭に掲載した「ビューティー」（P.2～3）のアイデアスケッチや，
スタジオでの制作風景を紹介しています。

制作過程やスタジオの様子を詳しく紹介

地球温暖化による影響を鑑賞者に体感させることを
意図した作品「アイス・ウォッチ」を掲載しています。

環境問題について考えさせる作品を掲載

編集部
ここがこだわり！

国際的に高い評価を得ている
オラファー・エリアソン。
2020年夏には東京都現代美術
館で大規模な個展が開催され
ました。彼の代表作やアイデ
アスケッチを掲載しています。

P.4～5 「作家の手法 オラファー・エリアソン」 使い捨てのプラス
チック製品を削減す
るためにデザインさ
れた，自然素材でで
きた機内食の食器を
紹介しています。
「飛行機の機内食の
ための食器セットと
その原材料」（P.38）

援助や配慮が必要な
人が，援助を得やす
くなるようにつくら
れた「ヘルプマーク」。
作者の言葉やアイデ
アスケッチとともに
紹介しています。
「ヘルプマーク」（P.38）
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による，陸上競技用義足を制作
過程とともに掲載しました。
「Rami ver1.0」（P.40～41）

防災についての情報をまとめた
「東京防災」を掲載。災害時の
対応などをわかりやすく伝える
ための工夫を紹介しています。

「東京防災」（P.39）
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SDGsに関連した作例を多数掲載
生徒たちがSDGsについて考えられるような作例を数多く掲載しています。

他にもSDGsに関連した作品を掲載！
運命の門（P.24），ジョルジュ・ルース アートプロジェクト in 宮城（P.32），TAKAO 599 MUSEUM（P.35），

避難所用 紙の間仕切りシステム（P.39），チャリーチェア（P.43），パルミラの住宅（P.45），
Tree-ness House（P.45），Great（Bamboo）Wall（P.46），Jeju Ball（P.47），高
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